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研究成果概要 
1. Tibet AS+MD アレイによる 100TeV 領域ガンマ線天体の研究 

I. Geminga からの 100TeV 超えガンマ線の観測 [1]：Geminga 周辺の 100 TeV 超ガ

ンマ線ハローを観測し、その広がりから周囲の磁気流体（MHD）乱流の性質を調べ

た。観測結果は、宇宙線電子・陽電子の拡散係数が銀河平均より著しく小さいこと

を示し、Geminga 近傍では強い乱流磁場が形成されていることを示唆する。また、

この乱流環境が高エネルギー電子の輸送を抑制し、ガンマ線ハロー形成に重要な役

割を果たしていることを明らかにした。 

 

図 1 Geminga 方向のガンマ線分布のエネルギー依存(左)とエネルギースペクトル(右) 

II. CNN を用いたガンマ線とバックグランド宇宙線の選別 [2]：畳み込みニューラ

ルネットワーク（CNN）を用いたγ線・宇宙線事象分離手法を実データで検証し

た。空気シャワー検出器のみの情報から高精度なγ・ハドロン識別を実現し、従来

法に比べて TeV ガンマ線観測感度が向上することを示した。特に Crab 星雲方向デ



ータを用いて有効性を確認した。 

III. Sub-PeV銀河拡散ガンマ線の研究 [3]: 2021年に Tibet ASγ実験から発表さ

れた sub-PeV 拡散ガンマ線の観測結果をベースに、銀河系内で観測されるガンマ線

放射起源を議論した。超新星残骸や星形成領域などの PeVatron 候補に加え、宇宙

線の拡散や分子雲との相互作用を考慮し、銀河面拡散放射の寄与を評価した。 

2. Tibet AS+MD+YAC(コア検出器)を用いた宇宙線化学組成の研究 

I. ベイジアン・アンフォールディング法による宇宙線化学組成スペクトルの研究

[4]：本研究では、チベット空気シャワーアレイと地下ミューオン検出器を用い、

ベイジアン・アンフォールディング法によって宇宙線の元素別エネルギースペクト

ルを再構成するシミュレーション研究を行った。軽元素から重元素までの質量群ご

とのスペクトル推定性能を評価した。 
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